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訪
問
を
積
み
重
ね
る
大
切
さ

２
０
２
４
年
２
月
23
日
か
ら
25
日
の
３

日
間
、第
一
回
ラ
オ
ス
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

を
、ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
村
で
あ
る
ソ
ム

サ
ヌ
ッ
ク
村
で
実
施
し
ま
し
た
。２
０
１

９
年
に
、前
代
表
理
事
が
訪
問
し
て
か
ら

５
年
の
月
日
を
要
し
ま
し
た
が
、ラ
オ
ス

と
タ
イ
の
人
た
ち
と
無
事
ワ
ー
ク
を
終

了
で
き
て
感
謝
で
す
。

　
好
善
社
が
、１
９
６
３
年
に
長
島
愛
生

園
で
最
初
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
実
施

し
て
か
ら
半
世
紀
以
上
が
経
っ
て
い
ま

す
。ワ
ー
ク
に
参
加
し
た
者
が
そ
れ
以
降
、

何
度
も
国
内
療
養
所
を
訪
問
し
て
い
ま

す
。自
ら
の
足
を
運
び
、入
所
者
と
の
交

わ
り
を
続
け
る
こ
と
が
、当
社
の
活
動
の

根
源
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
昨
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
あ
っ

た
も
の
の
、社
員
15
人
が
計
74
回
療
養
所

を
訪
問
し
て
い
ま
す
。ラ
オ
ス
の
地
へ
も

理
事
・
社
員
の
訪
問
の
積
み
重
ね
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、現
地
の
人
と
の
信
頼
関
係

が
築
か
れ
、そ
の
結
果
と
し
て
の
ワ
ー
ク

で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、終
焉
を
迎
え
た
国
内
療

養
所
、お
よ
び
海
外
の
タ
イ
、ラ
オ
ス
両

国
、い
ず
れ
の
地
へ
も
、し
っ
か
り
と
し

た
足
取
り
で
訪
問
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
代
表
理
事
　
加
藤
裕
司
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　この度の理事改選に当り代表理事を辞任いたし
ました。2016年5月の就任以来、4期8年、多くの方に
お支えいただき感謝申し上げます。
　一方、任期中には国内療養所の超高齢化に加え、
コロナ禍で訪問交流が叶わず悔しい時期を過ごし
たこともありました。そういう中でも、就任時に立
てた3つの公約実現に努めてまいりました。
　一つは100年史以降の歴史編纂の課題です。一応、
各事業の資料整理は出来ましたが、それをどのよう
な形で残すのかが今後の課題です。
　二つ目は、次世代の育成ですが、タイ国ワーク
キャンプの若いリーダーたちが社員そして理事に
就任しています。
　三つ目は、アセアン諸国への支援ですが、代表就
任時よりラオスへの関わりを模索、コロナ禍を経て
昨年度回復者村の高等学校の設備の拡充、小学校の
入口坂道のコンクリート舗装のワークキャンプの
実施にこぎつけました。今後さらに支援を広げてい
くことを願っています。
　任期中に多額の寄付を療養所内外の方々からい
ただき、それらを友愛基金としてラオス支援事業に
用いることができて感謝でした。今後とも好善社へ
の支援をよろしくお願い申し上げます。

　1981年の栗生楽泉園（群馬県草津）でのワーク
キャンプに参加して以来、療養所への個人訪問をは
じめ、講演会、ワークキャンプ等、好善社の事業活動
に関わって40年以上の月日が経ちます。昨年度はタ
イとラオスでのワークキャンプにも参加しました。
　このような活動に関わっている時、常に思うこと
があります。それは、事業の原資がすべて献金であ
るということです。好善社は設立以来、ずっと献金
によって数々の事業を行ってきました。国内療養所
での教会堂の献堂、ワークキャンプ等、また海外で
はタイのチャンタミット社への支援と新たなラオ
ス支援も、多くの方々の祈りと献金によって成り
立っています。
　この事実を常に忘れずに事業を遂行することが、
代表理事としての第一歩であると強く思っていま
す。国内では、終焉を迎えている療養所への訪問や
牧師の派遣は、後回しには出来ない大切な事案で
す。またハンセン病を知らない若い世代の人々に、
療養所の成り立ちや現状を伝えることも大切な役
割です。同時に海外への支援も加わります。これら
の事業の源が、多くの方々の祈りと献金であること
に感謝し、代表理事としての職責を、理事・社員の協
力を得ながら、果たしていきたいと思います。

4 期 8 年の役
割を終えて

祈りと献金に
支えられて

加藤裕司

147年の歴史を引き継ぐ・・・代表理事の交代
公益社団法人　好善社

三吉信彦



2023年4月、書斎での長尾さん

　
好
善
社
の
社
員
で
あ
っ
た
長
尾
文
雄
さ
ん

が
、
昨
年
（
２
０
２
３
年
）
12
月
17
日
に
亡

く
な
ら
れ
た
。
私
に
は
彼
は
ま
だ
天
に
昇
っ

て
い
る
途
中
の
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

「
川
﨑
さ
ん
、『
あ
る
群
像
』
の
編
集
、
ご
苦

労
さ
ん
」
と
の
言
葉
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で

…
…
。

　
長
尾
さ
ん
は
、
１
９
６
３
年
関
西
学
院
大

学
文
学
部
（
西
洋
史
専
攻
）
卒
業
後
、
同
大

学
の
職
員
と
し
て
勤
務
。
１
９
６
０
年
（
20

歳
）
の
時
、
同
大
学
宗
教
総
部
が
岡
山
県
の

国
立
療
養
所
邑
久
光
明
園
で
行
っ
た
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
、
続
い
て
３
年
後
に
社
団

法
人
好
善
社
が
実
施
し
た
長
島
愛
生
園
で
の

　
追
悼
―
―

　
　

優
し
い
ま
な
ざ
し
に

　
　
　
　
　
　
好
善
社
理
事
　
乗
　
圭
子

　「
長
尾
文
雄
さ
ん
、
天
国
で
自
由
に
の
び

の
び
と
愛
車
を
走
ら
せ
て
い
ま
す
か
」

　
長
尾
さ
ん
が
車
を
運
転
し
て
い
た
頃
、
何

度
も
各
地
の
療
養
所
訪
問
に
同
乗
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
療
養
所
だ
け
で
は
な
く
、

好
善
社
の
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
美
味
し
い
海

鮮
料
理
を
求
め
て
、
志
摩
半
島
や
北
陸
地
方

へ
の
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
だ
こ
と
を
懐
か
し

く
思
い
出
し
ま
す
。
長
尾
さ
ん
の
運
転
は
穏

や
か
で
優
し
く
、
お
人
柄
そ
の
も
の
で
し
た
。

　
40
数
年
前
に
、
多
磨
全
生
園
の
秋
津
教
会

で
実
施
さ
れ
た
好
善
社
主
催
の
「
教
会
生
活

研
修
会
」
へ
の
参
加
が
長
尾
さ
ん
と
の
出
会

い
で
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
の
長
尾
さ
ん
が
進
め

る
学
び
の
主
な
テ
ー
マ
は
「
自
己
吟
味
と
教

会
生
活
の
点
検
」。
療
養
所
教
会
か
ら
と
外

部
か
ら
の
参
加
者
が
共
に
自
分
自
身
の
日
常

と
信
仰
生
活
を
顧
み
、
自
分
に
与
え
ら
れ
て

い
る
賜
物
を
探
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
る
か
等
々
、
参
加
者
一
人

ひ
と
り
が
「
気
づ
き
の
業
に
共
に
あ
ず
か
る
」

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。
こ
の
貴
重
な

体
験
に
心
動
か
さ
れ
、
後
に
好
善
社
社
員
に

志
願
す
る
決
意
へ
と
導
い
て
下
さ
っ
た
長
尾

さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
天
国
か
ら
長
尾
さ
ん
は
今
も
多
く
の
人
た

ち
の
心
に
寄
り
添
っ
て
、
あ
の
優
し
い
ま
な

ざ
し
で
語
り
か
け
て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

に
参
加
。
以
後
、

好
善
社
の
社
員
と

し
て
全
国
の
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
を

訪
問
し
た
。

　
1
９
６
９
年
、

「
進
行
性
筋
萎
縮
症
」
と
い
う
難
病
と
宣
告

さ
れ
、
不
安
と
孤
独
の
淵
に
い
た
時
、
邑
久

光
明
園
家
族
教
会
か
ら
「
あ
な
た
の
こ
と
を

覚
え
て
祈
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
ら
れ
、
長
尾
さ
ん
を
生
き
返
さ
せ

る
「
祈
り
の
力
」
と
な
っ
た
。

　
以
後
、
車
椅
子
で
の
生
活
と
な
っ
た
が
、

萎
縮
が
進
ん
で
い
な
い
部
位
を
駆
使
し
て
、

関
西
い
の
ち
の
電
話
事
務
局
長
、
大
阪
女
学

院
短
期
大
学
の
非
常
勤
講
師
な
ど
多
数
の
職

を
歴
任
。
そ
の
間
、
好
善
社
の
理
事
・
社
員

と
し
て
活
動
、
さ
ら
に
邑
久
光
明
園
発
行
の

機
関
誌
『
楓
』
誌
に
エ
ッ
セ
イ
を
連
載
、
23

年
間
に
１
２
７
回
を
数
え
た
。
著
書
『
傾
聴

と
共
感
〜
い
の
ち
の
電
話
に
学
ぶ
』、『
覚
え

て
祈
る
ー
長
島
と
私
の
六
〇
年
』
を
発
行
、

他
に
も
種
々
の
冊
子
の
編
集
が
多
数
あ
る
。

驚
く
べ
き
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
。

　
12
月
16
日
の
午
後
、
私
は
友
人
と
し
て
、

長
尾
さ
ん
の
最
期
の
枕
元
で
会
話
し
た
。
と

も
に
好
き
な
女
優
・
若
村
麻
由
美
や
ア
メ
フ

ト
の
甲
子
園
ボ
ウ
ル
、
近
く
の
居
酒
屋
「
あ

ら
か
ぶ
」
も
話
題
に
な
っ
た
。
眠
る
よ
う
な

表
情
の
中
に
か
す
か
な
微
笑
が
感
じ
ら
れ
た
。

長
尾
さ
ん
の
書
斎
は
、
２
台
の
パ
ソ
コ
ン
と

プ
リ
ン
タ
ー
、
電
話
、
書
見
台
、
書
庫
等
に

囲
ま
れ
た
知
識
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
だ
っ
た
。

そ
の
居
場
所
を
あ
と
に
惜
し
ま
れ
て
天
上
の

人
と
な
っ
た
。

長
尾
文
雄
さ
ん
を
悼
む

　
　
　
　
　
　
　
　
好
善
社
理
事
　
川 

﨑 

正 

明

3



　
好
善
社
は
こ
れ
ま
で
海
外
活
動
と
し
て
タ

イ
国
へ
の
支
援
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
度
、
隣
国
ラ
オ
ス
人
主
導
で
の
ワ
ー
ク
キ

ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
３
人
の

報
告
か
ら
、
誌
上
座
談
会
と
し
て
ま
と
め
ま

し
た
。
　
　（
編
集
部
構
成
／
岡
本
緒
里
）

場
所
／
ラ
オ
ス
・
ソ
ム
サ
ヌ
ッ
ク
村
（
ビ
エ

ン
チ
ャ
ン
北
部
）

日
程
／
２
０
２
４
年
２
月
23
〜
25
日

ワ
ー
ク
内
容
／
ソ
ム
サ
ヌ
ッ
ク
小
学
校
入
口

の
坂
道
約
80
ｍ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

参
加
者
／
日
本
か
ら
、
三
吉
信
彦
代
表
理
事
、

阿
部
春
代
理
事
、
渡
辺
圭
一
郎
理
事
、
加
藤

裕
司
監
事
、
宮
内
し
お
ん
（
キ
ャ
ン
パ
ー
）。

タ
イ
・
チ
ャ
ン
タ
ミ
ッ
ト
社
か
ら
ユ
パ
ー
理

事
長
ほ
か
５
人
。

4

５
年
前
に
計
画
、
コ
ロ
ナ
を
経
て
実
現

三
吉
　
好
善
社
が
ラ
オ
ス
支
援
へ
の
可
能
性

を
考
え
始
め
た
の
は
、
２
０
０
３
年
か
ら
の
、

阿
部
春
代
社
員
の
日
本
の
梅
本
記
念
歯
科
奉

仕
団
の
ラ
オ
ス
・
回
復
者
村
へ
の
支
援
協
力

に
遡
り
ま
す
。
ま
た
、
ユ
パ
ー
さ
ん
も
ラ
オ

ス
へ
の
支
援
を
模
索
し
、
阿
部
さ
ん
と
共
に

視
察
、
訪
問
。
２
０
１
６
年
１
月
に
、
私
も

ラ
オ
ス
の
国
立
皮
膚
科
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
・

ラ
オ
ス
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
セ
ン
タ
ー
）、
ソ

ム
サ
ヌ
ッ
ク
村
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
チ
ャ
ン
タ
ミ
ッ
ト
社
が
、
２
０
１
７
年
創

立
30
周
年
を
機
に
ア
セ
ア
ン
諸
国
へ
の
支
援

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
以
来
、
好
善
社
は
毎

年
ラ
オ
ス
を
訪
問
。
２
０
１
９
年
３
月
に
は
、

チ
ャ
ン
タ
ミ
ッ
ト
社
の
理
事
ら
と
共
に
Ｎ
Ｄ

Ｃ
と
ソ
ム
サ
ヌ
ッ
ク
村
を
訪
問
し
、
同
村
小

学
校
の
坂
道
の
舗
装
ワ
ー
ク
を
提
案
し
ま
し

た
。
そ
の
年
の
第
15
回
タ
イ
国
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
に
Ｎ
Ｄ
Ｃ
関
係
医
療
従
事
者
４
人
が
参

加
さ
れ
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
交
流
は

一
時
中
断
。
２
０
２
３
年
第
17
回
タ
イ
国

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
と
日
本
で
の
リ
ユ
ニ
オ
ン

に
、
ラ
オ
ス
か
ら
同
じ
４
人
が
参
加
さ
れ
、

そ
の
熱
意
に
心
動
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

い
よ
い
よ
今
年
、
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
が
実
現

し
た
の
で
し
た
。

の
べ
２
２
０
人
の
村
人
が
参
加

渡
辺

22
日
に
、
ソ
ム
サ
ヌ
ッ
ク
村
小
学
校

を
訪
ね
る
と
、
小
学
校
へ
通
じ
る
坂
道
に
は
、

翌
日
の
作
業
に
向
け
て
セ
メ
ン
ト
や
砂
利
な

ど
が
き
ち
ん
と
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
て
、
内

心
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　
舗
装
ワ
ー
ク
に
は
各
家
庭
か
ら
１
人
が
参

加
す
る
よ
う
に
と
村
か
ら
の
指
示
が
あ
り
、

初
日
は
50
人
ほ
ど
、
２
日
目
は
１
０
０
人
ほ

ど
、
３
日
目
は
70
人
ほ
ど
の
村
人
が
参
加
さ

れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
小
学

校
の
た
め
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
、

積
極
的
に
働
か
れ
て
い
た
様
子
が
印
象
的
で

し
た
。

加
藤

70
人
以
上
の
人
が
砂
利
と
セ
メ
ン
ト

と
水
を
か
き
混
ぜ
、
そ
れ
を
バ
ケ
ツ
で
運
び
、

舗
装
予
定
地
に
流
し
込
ん
で
い
く
、
以
前
は

土
が
む
き
出
し
だ
っ
た
坂
道
が
少
し
ず
つ

湿
っ
た
灰
色
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
わ
れ
て

誌
上
座
談
会

　
三
吉
信
彦

　
渡
辺
圭
一
郎

　
加
藤
裕
司

コンクリートを地面で直接練っている

交
流
を
積
み
重
ね
た
道
造
り

第
１
回
ラ
オ
ス
・
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

赤印がソムサヌック村



大島青松園の納骨堂内部
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治
体
制
が
上
意
下
達
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、

郡
レ
ベ
ル
で
好
善
社
の
活
動
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

交
流
の
積
み
重
ね
と
安
井
さ
ん
の
協
力

加
藤
　
今
回
の
ワ
ー
ク
が
出
来
た
背
景
に
は
、

二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、

２
０
１
６
年
か
ら
の
Ｎ
Ｄ
Ｃ
と
の
良
好
な
関

係
が
維
持
さ
れ
、
タ
イ
の
ワ
ー
ク
や
リ
ユ
ニ

オ
ン
に
も
Ｎ
Ｄ
Ｃ
職
員
が
参
加
し
、
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
た
こ
と
。

も
う
一
つ
は
、
現
地
で
の
ニ
ー
ズ
と
好
善
社

の
過
去
の
ワ
ー
ク
で
の
経
験
が
噛
み
合
っ
た

作
業
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
。
こ
の
２
点
が
な

け
れ
ば
、
実
施
は
難
し
か
っ
た
か
も
知
れ
ま

せ
ん
ね
。

三
吉
　
ラ
オ
ス
は
社
会
主
義
国
で
、
自
由
主

義
の
外
国
か
ら
の
活
動
の
自
由
が
守
ら
れ
る

保
証
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
の
ラ
オ
ス
支
援

策
の
相
談
相
手
と
し
て
Ｎ
Ｄ
Ｃ
は
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
ラ
オ
ス

在
住
の
安
井
清
子
さ
ん
の
存
在
は
た
い
へ
ん

に
大
き
い
。
今
回
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
で
、

彼
女
に
対
す
る
村
の
人
々
の
信
頼
を
痛
感
し

彼
女
の
助
言
、
協
力
は
貴
重
な
力
で
す
。

　
安
井
さ
ん
は
長
年
、
ラ
オ
ス
の
山
岳
民
族

の
村
に
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
図
書
館
を
開

設
す
る
等
の
支
援
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

彼
女
に
好
善
社
の
活
動
へ
の
協
力
を
お
願
い

し
た
折
に
、
ソ
ム
サ
ヌ
ッ
ク
村
と
近
隣
の
シ

ビ
ラ
イ
村
が
自
ら
開
設
し
た
高
等
学
校
の
施

設
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
、
２
０
２
３
年
度
、

机
や
椅
子
、
教
室
の
天
井
張
り
の
資
金
（
工

事
実
施
済
）
を
提
供
し
た
こ
と
が
、
具
体
的

な
ラ
オ
ス
支
援
の
初
め
と
な
り
ま
し
た
。

い
く
。
そ
の
作
業
に
黙
々
と
従
事
す
る
多
く

の
人
た
ち
の
姿
は
壮
観
で
し
た
。
大
人
も
子

ど
も
も
混
じ
っ
た
現
地
の
村
の
人
、
な
ぜ
か

日
本
の
土
建
屋
と
同
じ
臭
い
を
ま
と
っ
た
工

事
関
連
の
技
術
者
の
人
、
学
校
関
係
者
、Ｎ

Ｄ
Ｃ
の
職
員
、
チ
ャ
ン
タ
ミ
ッ
ト
社
の
人
、

そ
し
て
好
善
社
の
5
人
、
皆
さ
ん
が
一
緒
に

な
っ
て
労
働
を
し
た
３
日
間
で
し
た
ね
（
１

面
写
真
参
照
）。

渡
辺
　
校
長
先
生
が
た
い
へ
ん
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、

こ
の
校
長
先
生
が
様
々
な
面
で
動
い
て
く
だ

さ
る
方
で
あ
っ
た
の
で
、
ワ
ー
ク
は
順
調
に

進
ん
だ
よ
う
に
思
い
ま
す
。

三
吉
　
校
長
先
生
の
張
り
切
り
ぶ
り
は
特
筆

す
べ
き
も
の
で
し
た
。
加
え
て
、
村
の
診
療

所
の
２
人
の
看
護
師
、
そ
し
て
急
遽
、Ｎ
Ｄ

Ｃ
の
医
師
と
看
護
師
も
参
加
さ
れ
た
こ
と
に

は
、
心
か
ら
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
を
終
え
た
式
典
で
、
村
長
か
ら
好

善
社
へ
の
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
、
村
民
の
喜

び
、
感
謝
が
心
に
染
み
ま
し
た
。
感
謝
状
は
、

郡
長
か
ら
の
書
状
で
し
た
。
ラ
オ
ス
で
は
統

渡
辺
　
シ
ビ
ラ
イ
村
（
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者

の
方
が
暮
ら
す
）
で
、
好
善
社
の
資
金
援
助

に
よ
る
机
・
椅
子
、
天
井
材
設
置
等
を
確
認

し
ま
し
た
。
国
か
ら
の
支
援
が
一
切
な
い
貧

し
い
村
で
し
た
ね
。

加
藤
　
今
回
の
資
金
援
助
が
、
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
な
ど
、
共
に
働
く
事
業
へ
の
足
掛
か
り

と
な
る
こ
と
、
そ
し
て
好
善
社
と
ラ
オ
ス
と

の
交
流
が
今
後
も
長
く
続
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

（
写
真
）左
か
ら
２
人
目
が
安
井
さ
ん
、宮
内
さ
ん
、感

謝
状
を
持
つ
渡
辺
さ
ん
。前
列
白
シ
ャ
ツ
が
校
長
先

生
。後
列
の
マ
ス
ク
は
三
吉
理
事
、右
に
一
人
お
い
て

加
藤
さ
ん
、右
端
は
阿
部
さ
ん
。

シビライ村の高等学校。好善社
寄贈の青い机を使用している。



●
脳
ミ
ソ
に
強
烈
な
パ
ン
チ

　
私
が
初
め
て
好
善
社
を
知
っ
た
の
は
40
年

程
前
。
佐
賀
で
大
学
生
を
し
て
い
た
私
は
、

大
学
の
聖
研
に
講
師
と
し
て
招
い
た
日
本
基

督
教
団
武
雄
教
会
牧
師
・
小
林
健
志
さ
ん
に

出
逢
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
ほ
ほ
ん
と
生
き

て
き
た
世
間
知
ら
ず
の
私
の
脳
ミ
ソ
に
、
小

林
さ
ん
は
強
烈
な
パ
ン
チ
を
く
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
当
時
福
岡
で
行
わ
れ
て
い
た
在
日
外

国
人
の
方
々
へ
の
指
紋
押
捺
問
題
裁
判
で
す
。

強
制
的
に
日
本
に
連
れ
て
こ
ら
れ
て
働
か
さ

れ
、
日
本
に
暮
ら
す
し
か
な
く
な
っ
た
方
々

に
対
し
、
当
時
の
入
管
は
数
年
お
き
に
両
手

10
個
の
指
紋
採
取
を
義
務
付
け
ま
し
た
。
犯

罪
者
の
よ
う
に
…
。
そ
の
差
別
と
非
人
間
性

の
法
を
政
府
が
堂
々
と
施
行
し
て
い
る
現
実
。

福
岡
の
裁
判
所
に
足
を
運
び
戦
い
の
現
実
を

学
び
ま
し
た
。

●
素
敵
な
キ
ャ
ン
パ
ー
と
の
出
逢
い

　
次
に
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
歴
史
と
差
別

さ
れ
た
方
々
の
存
在
を
教
わ
り
ま
し
た
。

ま
っ
た
く
無
知
だ
っ
た
私
は
脳
天
を
ハ
ン

6

出
会
い
の
不
思
議

が
重
な
っ
て

マ
ー
で
撃
た
れ
た
よ
う
で
し
た
。
日
本
と
い

う
国
の
愚
か
さ
と
醜
さ
と
酷
さ
。
と
て
つ
も

な
い
厳
し
い
環
境
・
生
活
に
追
い
や
ら
れ
た

方
々
…
。
小
林
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
熊
本
の
菊

池
恵
楓
園
に
何
度
か
通
い
ま
し
た
。
好
善
社

の
存
在
も
教
え
ら
れ
、
夏
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン

プ
参
加
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
１
９
８
４
年

大
学
４
年
の
夏
、
忘
れ
も
し
な
い
群
馬
県
草

津
に
あ
る
栗
生
楽
泉
園
で
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン

プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
療
養
さ
れ
る

方
々
に
温
か
く
迎
え
ら
れ
、
お
茶
を
い
た
だ

き
な
が
ら
徒
然
な
る
ま
ま
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
心
安
ら
ぐ
温
か
い
時
間
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
と
て
も
素
敵
な
キ
ャ
ン
パ
ー
仲

間
と
出
逢
い
ま
す
。
貧
乏
学
生
で
や
っ
と
栗

生
に
来
れ
た
話
を
す
る
と
、
な
ん
と
何
人
も

の
方
が
カ
ン
パ
を
下
さ
っ
た
の
で
す
！
　
驚

き
で
す
。
初
め
て
出
逢
っ
た
ど
こ
の
馬
の
骨

と
も
解
ら
な
い
人
間
に
資
金
援
助
す
る
な
ん

て
。
そ
こ
で
出
逢
っ
た
加
藤
裕
司
さ
ん
や
乗

圭
子
さ
ん
と
は
、
今
も
仲
良
く
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で

す
。

　
そ
の
後
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
ハ
ン
セ
ン

病
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
畑
野
研
太
郎
さ

ん
、
石
田
裕
さ
ん
に
出
逢
い
、
バ
ン
グ
ラ
の

療
養
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

●
癌
に
取
り
組
む
医
師
に
な
っ
て

　
バ
ン
グ
ラ
に
も
や
は
り
人
々
の
差
別
意
識

は
あ
る
も
、
日
本
の
よ
う
に
政
府
主
体
で
閉

鎖
空
間
へ
封
じ
込
め
る
よ
う
な
乱
暴
は
あ
り

ま
せ
ん
。
日
本
と
い
う
国
の
、
優
し
げ
だ
が

実
は
体
裁
や
見
栄
え
を
過
剰
に
気
に
す
る
、

国
と
人
々
の
隠
さ
れ
た
醜
い
深
層
心
理
を
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
私
は
癌
に
取
り
組
む
医
師
に
な
り
、

卒
業
後
30
年
程
仕
事
に
没
入
す
る
生
活
を
送

り
ま
し
た
。
時
々
連
絡
を
下
さ
る
加
藤
さ
ん

や
乗
さ
ん
に
返
信
す
ら
で
き
ず
に
…
。
60
歳

を
過
ぎ
時
間
に
ゆ
と
り
が
で
き
我
に
返
り
ま

し
た
。
栗
生
で
い
た
だ
い
た
ご
恩
を
自
分
は

お
返
し
し
忘
れ
て
い
る
。
何
に
も
で
き
て
い

な
い
。

●
好
善
社
に
入
社
さ
せ
て
く
だ
さ
い

　
加
藤
さ
ん
の
開
く
カ
フ
ェ
に
久
し
ぶ
り
に

お
邪
魔
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
っ
た
く
の

気
負
い
も
衒
い
も
な
く
、
穏
や
か
に
微
笑
み

な
が
ら
、
好
善
社
や
他
に
サ
ポ
ー
ト
を
必
要

と
す
る
方
々
を
支
え
る
地
域
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
大
切

な
働
き
を
し
て
い
る
加
藤
さ
ん
に
再
会
し
ま

し
た
。
ま
た
、
打
ち
の
め
さ
れ
ま
し
た
。
仕

事
し
か
で
き
な
い
不
器
用
な
自
分
だ
が
、
何

か
お
手
伝
い
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
…
。
そ

ん
な
思
い
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。「
好
善
社

に
入
社
さ
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
と
自
然
に

お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
新
参
者
の
私
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

私
に
と
っ
て
の
好
善
社

新
入
社
員

仁
科
晴
弘

に
し
な
は
る
ひ
ろ



23年5月計

22年5月計

前回比

2023年5月1日現在

2023/5/1全療協提供　現在の平均年齢　87.9歳
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46
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357
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国立療養所 13

私立療養所 　1

◆
代
表
理
事
交
代

　
５
月
６
日
開
催
の
当
社
定
時
総
会
に
於
け

　
る
理
事
・
監
事
改
選
に
伴
い
、
８
年
間
代

　
表
理
事
を
務
め
た
三
吉
信
彦
が
退
任
、
代

　
わ
っ
て
加
藤
裕
司
が
就
任
し
た
。
２
頁
に

　
新
旧
代
表
理
事
の
交
代
挨
拶
を
掲
載
。

◆
社
員
総
会
・
社
員
協
議
会
を
開
催

　
５
月
６
日
〜
７
日
、
於
・
京
都
修
学
院
関

　
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
。
故
長
尾
文
雄
元
理

　
事
の
追
悼
記
念
会
も
開
催
し
た
。

◆
「
ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解
す
る
講
演

　
会
２
０
２
４
」
６
月
29
日
〈
土
〉
午
後
２

　
時
開
催
。
於
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
西
宮

　
中
央
教
会
。
「
人
間
の
尊
厳
を
問
う
〜
生

　
き
た
証
と
し
て
の
ハ
ン
セ
ン
病
文
学
」

　
講
師
・
川
﨑
正
明
（
好
善
社
理
事
）

◆
日
本
基
督
教
団
奥
羽
教
区
・
差
別
問
題
を

　
考
え
る
講
演
会
。
６
月
15
日
（
土
）
於
・

　
松
丘
保
養
園
・
聖
生
会
に
て
開
催
予
定
。

　
「
ハ
ン
セ
ン
病
と
向
き
合
っ
て
〜
自
ら
に

　
問
い
つ
つ
１
３
０
年
〜
」
講
師
・
三
吉
信

　
彦
（
好
善
社
理
事
）

◆
訃
報

　
・
カ
ン
チ
ャ
ナ
・
コ
ン
ス
ブ
チ
ャ
ー
ト

　
（
タ
イ
国
チ
ャ
ン
タ
ミ
ッ
ト
社
理
事
長
）

　
２
０
２
３
年
12
月
14
日
死
去
。
追
悼
記
念

　
会 

２
０
２
４
年
１
月
23
日
。
後
任
理
事

　
長
に
ユ
パ
ー
・
ピ
ナ
ー
タ
ー
・
バ
ト
ラ
ー

　
牧
師
が
就
任
。

　
・
長
尾
文
雄
（
好
善
社
社
員
・
元
理
事
）

　
２
０
２
３
年
12
月
17
日
死
去
。
12
月
20
日
、

　
甲
子
園
二
葉
教
会
に
て
葬
儀
。

好
　
善
　
社
　
短
　
信



2024年度収支予算（抜粋・単位円）

6月・夏期募金のお願い
国内とタイとラオスのハンセン病に関わる好善社を支えてください！

202 4年度募金（会費・寄付）目標額   1 , 0 0 0万円

ハンセン病問題の今
　日本国内ハンセン病療養所は、2023 年5 月１
日現在の入所者数810人、平均年齢87.９歳とな
りました。急速に進行する終焉期のただ中にあり
ます。
　ハンセン病問題は、1996 年「らい予防法｣廃止
後、「国家賠償請求訴訟」原告勝訴、「ハンセン病問
題基本法」成立、「ハンセン病家族訴訟」原告勝訴
による「ハンセン病家族補償法」が成立しました
が、なお社会に残る偏見・差別の十分な解消には
至っていません。好善社は次のような活動を行っ
ています。

国内ハンセン病啓発・支援事業
◆全国13ヵ所の療養所訪問・交流活動を続ける。 
◆偏見差別解消のための講演会・出版・啓発活動 。
◆回復者・入所者のいのちの尊厳が保障され、そ
　の人たちの名誉回復、ハンセン病問題の最終的
　な解決の実現を願っての支援と啓発活動を続
　ける。

支出
療養所訪問・広報宣伝費
海外国支援事業　
 　　・チャンタミット社支援
 　　・ラオス支援（友愛基金より）
 　　・専門家派遣（看護師）
 　　・現地調査・交流費 
事業管理費

収入　会　費
　　　寄　付
　　　雑収入

2,970,225

  1,500,000
2,000,000
2,200,000
4,200,000
8,440,000

3,400,000
7,500,000
20,000

〒153-0065　東京都目黒区中町１丁目７ー４　電話 03ー3712ー3845　FAX：03ー3791－1150　振替口座 00160ー7ー70163
Email:kozensha@kt.rim.or. jp  ホームページ・URL：https:/ /kozensha.org/

公益社団法人　好 善 社　　　　　　2024年5月25日
代表理事/加藤裕司
　　理事/三吉信彦　川﨑正明　阿部春代　乗　圭子　藤原真実
　　　　岡田祐之　渡辺圭一郎　　監事／棟居　勇

タイとラオスのハンセン病支援事業

今年度990万円の活動費が必要です

好善社の姉妹団体チャンタミ
ット社創立者カンチャナ医師
が昨年12月87歳で逝去さ
れ、後任に元事務局長のユパ
ーさんが理事長に就任。最初
の活動が2月の国外ラオスで
のワークキャンンプ。4月に
第34回の全国修養会を北部
で開催、全国9地区総勢75名
が再会。その機会に私は、高齢
者の体調不良を防ぐための補
助具や運動等を紹介した。
　　　　　　　　 阿部春代

◆好善社は、1982年からタイ国のハンセン病にかかわり、
同国のハンセン病支援団体チャンタミット社運営の側面
的支援を継続してきた。他に阿部春代社員（看護師）を
1991年から2019年まで29年間、東北部の病院へ派遣
した。なお、その後も好善社のタイ国での事業支援は継続
しており、また2016年以降、タイの隣国ラオスのハンセ
ン病回復者村との交流を重ね、今年2月、同地での初めての
ワークキャンプを実施した。
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訪問先で、村人の足の
ケアをする阿部看護師。




